
● 便器交換が容易になります。
便器交換する際、Ｐ型便器の排水口高さが変化しても、
80°サニタリーベンド管を切断することで簡単・確実に
接続が可能です。

排水で実績のある塩ビ素材のため、劣化や詰まりに対する
信頼性が向上します。

● 耐久性が向上します。

● 接続部の止水が確実です。
便器との接続部および配管の組合せ部は、現行のサニタリー
ベンドおよび差込みソケットと同様の構造のため、接続部に
おける止水は確実です。

改修現場での
P型便器の接続を
簡単・確実に!!
排水高さが変わっても調整が可能です
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単管式や在来の排水方式に

接続できます

直管部を切断することで便器の排水口の高さへ対応可能です。
区画貫通の認定・評定にあった製品を選択してください。

更新後配管
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フレキシブルジョイントでは耐久性や止水性が不安…
既存配管
便器更新前 更新後配管

フレキシブル
ジョイント
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設計・施工・使用上の注意事項
● Ｐ型（壁出し）便器専用の製品です。床出し便器には使用しないでください。
● 80°サニタリーベンド管およびゴム輪付エルボを落したり、踏み付けたり、蹴ったりしないでください。
● ゴム輪付エルボは継手に刻印されている流れ方向に従い、必ずゴム輪を上向きにして真直ぐ接続してください。

斜めや横向きに 使用すると、漏水や詰りなどの原因となります。
● ゴム輪付エルボを横引き配管と接着するときは、接着剤がゴム輪に付着しないようにご注意ください。
● 80°サニタリーベンド管をゴム輪付エルボに挿入するときは、エスロン滑 剤No.1を管およびエルボのゴム輪に少量塗布してください。
● 80°サニタリーベンド管およびゴム輪付エルボに挿入するときは、叩き込みや斜め挿入は絶対にしないでください。
● 80°サニタリーベンド管および継手の配管後、無理な力を加えないでください。
● ゴム輪付エルボのリング部は取外しはできません。
● 接着接合にあたっては、別途「エスロン接着剤」カタログを参照の上、安全・確実に施工をしてください。
● 耐火ＶＰパイプ製品に関する注意事項および認定・評定については「エスロン耐火ＶＰパイプ配管システム」カタログを参照してください。

■ 80°サニタリーベンド管・継手の規格

■ 納まり例

耐火アイボリー シルバー

呼び径

75
JPSB80

FSPSB80
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価　格 備　考品　番製　品

スラブからの距離（最大）

240mm

スラブからの距離（最小）

320mm

耐火アイボリー
（耐火VP仕様）

防火区画で耐火VPの認定が必要な場合、
必ず耐火アイボリーを使用してください。

－－シルバー
（ノーマルVP仕様）
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作業項目 作業手順および注意事項

② 80°サニタリーベンド管の切断

80°サニタリー
ベンド管と

ゴム輪付エルボの
接続

4

便器との接続

5

80°サニタリーベンド管をP型便器の排水芯に合わせた長さで切断します。

① 80°サニタリーベンド管の仮差し
80°サニタリーベンド管とP型便器の排水芯を確認するため、ゴム輪付エルボに仮差しします。
80°サニタリーベンド管を切断する前に行ってください。　　

③ 面取りとゴム輪付エルボへの接続
80°サニタリーベンド管の端部を糸面取りし、挿入標線（40ｍｍ）を80°サニタリーベンド管に記入し、
ゴム輪付エルボのゴム部および管端部にエスロン滑剤No.1を塗布した後、真直ぐ挿入します。

※ゴム輪付エルボの差込みについて
ゴム輪付エルボの差込み量は40ｍｍです。必ず奥まで差込んでください。

φ120mm以上開ける

① 立て管（集合継手またはDV継手）への接続
接着したゴム輪付エルボと横引き管を立て管（集合継手または耐火DV継手・MD継手等）へ接続します。
ゴム輪付エルボの直近をフロアバンドで固定してください。

② 床板の張り付け
ゴム輪付エルボの位置を確認し、床板を張ってください（φ120ｍｍ以上開口してください）。

・接着剤は使用しないでください。
・叩き込みや斜め挿入は継手の破損や漏水、ゴ

ム輪を傷つける原因となりますので絶対に行
わないでください。

・80°サニタリーベンド管は必ず奥まで差込ん
でください。漏水の恐れがあります。

注意事項

・仮差し時は、80°サニタリーベンド管およびゴム輪付エルボ
のゴム輪にエスロン滑剤No.1を必ず塗布してください。
万が一、仮差し前に切断した場合は、必ず管の面取りを行っ
てから仮差ししてください。

（ゴム輪付エルボのリング部の取外しはできません）
・接着剤は使用しないでください。
・叩き込みや斜め挿入は継手の破損や漏水、ゴム輪を傷つけ

る原因となりますので絶対に行わないでください。
・80°サニタリーベンド管は必ず奥まで差し込んでください。

注意事項

便器芯と
80°サニタリーベンド管の
差分を切断

エスロン滑剤No.1を80°サニタリーベンド管および
ゴム輪付エルボのゴム輪に塗布する

軸芯寸法
Max:258mm
Min:165mm

管の切断可能寸法
（0～96mm）

挿入標線
（40mm）

真直ぐ
差込む面取り

便器との接続
80°サニタリーベンド管を手で支えながら便器をゆっくり近づけて接続します。
便器接続後は、80°サニタリーベンド管が前後左右に傾いていないことを確認してください。

・接着剤は使用しないでください。
・奥まで確実に差込んでください。
・便器を勢いよく当てたり、叩き込む、斜

め挿入すると継手の破損や漏水、ゴム
輪を傷つける原因となりますので絶対
に行わないでください。

・便器接続後は、配管が真直ぐになって
いることを確認してください。傾きがあ
ると、排水に不具合が生じたり、漏水の
恐れがあります。

注意事項
手で押さえる

ゆっくり近づけて接続する

その他の注意事項につきましては、次ページをご参照ください。

施 工 手 順

80°サニタリーベンド管 ゴム輪付エルボ

作業項目

製品の確認

作業手順および注意事項

製品を確認してください（耐火アイボリーまたはシルバー）。

① 挿入標線の記入

・製品に傷が付いていたり、変形しているものは使用せず、新し
い製品に交換してください。

・本製品と接続する集合継手（または耐火DV継手・MD継手等）
および防火区画の認定・評定に合った製品を使用してください。

[ADスリム継手：耐火アイボリー]
[耐火プラAD継手：耐火アイボリーまたはシルバー]

1

ゴム輪付エルボと
横引き管の接続

2

横引き管の差し口を糸面取りし、管に挿入標線を引きます。
（ゴム輪付エルボ受け口長さ：40mm）

② 接着剤の塗布、挿入と保持
下記の接着剤を使用して、継手の内面、管の外面の順に適量を均一に塗布します。
ご使用いただける接着剤：エスロン接着剤 No.73S、75S、73Sブルー、75Sブルー

継手受口と管差し口の軸を合わせ、速やかに標線の位置まで挿入します。
その後、30秒以上保持し、抜け戻りがないことを確認します。

注意事項

・接着剤は薄く全面に塗布してください。

注意事項

・管の挿入・保持後、はみ出した接着剤は拭き取ってください。
・接着剤がゴム輪に付着しないように注意してください。
・叩き込みや斜め挿入は、継手の破損や漏水の原因となりま

すので、絶対に行わないでください。

注意事項

接着剤塗布

挿入標線（40mm）

耐火VPパイプまたはVPパイプ

耐火VPパイプまたはVPパイプ

挿入

立て管との接続

3


